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1 はじめに
本研究室では，複数の小箱に物が収納されている状
態を前提に，箱の中の写真を使って物探しを支援する
システムを開発した．[6]このシステムは，あらかじめ
箱にRFID タグを取り付けておき，専用の撮影スペー
スで箱の中身を撮影する際にタグを読み取り，箱の中
身と識別番号をマッピングしている．ユーザは PC で
この写真データベースを閲覧することができ，どの箱
に何が入っているのか簡単に知ることができる．しか
し，撮影場所が限定されているため，物の出し入れな
ど，箱の中身に変更があった際に，毎回撮影スペース
に箱を持って行き，撮影するのは面倒であった．この
問題は，撮影する箱が複数ある場合や重たい箱の場合
に特に顕著である．また，目の前にある箱の中身をす
ぐに知ることができないという問題点があった．
そこで本研究では，デジタルカメラで２次元コード
を付けた収納箱の中身を撮影し，箱にカメラ付携帯コ
ンピュータを向けることで，この写真を閲覧できるシ
ステムを開発した．

2 2次元コードと写真を利用した物探し支
援システム

2.1 写真の撮影

本研究で開発したシステムでは，ユーザは手持ちの
デジタルカメラで２次元コードと一緒に箱の中身を撮
影する．システムは写真に写った２次元コードを読み
取り，撮影した写真を箱番号とマッピングする．撮影
した写真はweb サーバで公開する．また，箱の側面に
ある箱番号の書かれた２次元コードにカメラ付携帯コ
ンピュータをかざすと最新の中身の写真を見ることが
できる．これによって目的の箱の中の状態だけを，開
けることなく閲覧することができる．以上の流れを図
１に示す．物の出し入れなど，箱の中身に変更があっ
た際にはその都度箱の中身の撮影を行い，写真データ
を更新する使い方を想定している．
また，撮影方法と撮影した写真の転送方法をそれぞ
れ２種類想定した．まず，２種類の撮影方法について
説明する．1つ目の撮影方法は，それぞれの箱の内側
上部に付けられた，箱の識別番号を割り振った２次元
コードを箱の中身と一緒に撮影する．箱の識別番号と
箱の中身の情報が一度の撮影で得られるので，ユーザ
にとって撮影方法が分かりやすい．２つ目の撮影方法
は，箱の側面にある箱番号の書かれた２次元コードを
撮影した後に，箱の中身を撮影する．２次元コードと箱
の中身を一緒に撮影する方法の場合に，箱の中身が２
次元コードで一部隠れてしまう心配があったが，これ
が解決される．また，２次元コードの認識率も上がる．
次に，２種類の写真の転送方法について説明する．
１つ目は，WiFi対応 SDカード（Eye-Fi Card）を利
用して，撮影した写真を自動でオンライン写真アルバ
ムサービスの Flickrと PCの所定のフォルダに転送す
る方法である．２つ目は，SDカードをシステムのPC

図 1: システムの流れ

図 2: マーカを付けた箱の内部

に直接挿して，撮影した写真を所定のフォルダに転送
する方法である．このように２種類の方法を用意する
ことで，様々なデジタルカメラで撮影することを可能
にした．

2.2 システムの概要

本研究では，２次元コードとして ARToolKit[7][2]
を利用した．ARToolKit を採用した理由は以下の
２点である．ARToolKit は，AR アプリケーション
（AR:Augmented Reality，拡張現実）を簡単に実装で
きるライブラリを提供している．また，漢字やひらが
な，絵などを用いた人にも分かり易い２次元コードの
デザインをすることができる．本システムでは，それ
ぞれの箱の内側上部に箱の識別番号を割り振ったAR-
ToolKitの２次元コードを取り付けた（図２）．
前述のようにデジタルカメラの写真は，WiFi又は

SDカード経由で，システムによって転送される．シ
ステムは，転送された写真に写っている２次元コード
を読み取り，写真に撮影日時からなる名前をつけ，先
ほど読み取った識別番号に対応するディレクトリの下
に写真を保存する．

2.3 写真の閲覧

撮影した写真は，本システムのweb サーバ機能によ
りネットワーク上から閲覧できる．先行研究と同様に，
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図 3: 実際の閲覧の様子

たくさんの写真を見やすく配置し，スムーズに閲覧で
きるように，本システムでも，「なめらかアルバム1」を
採用した．これにより，マウスカーソルの速度に合わ
せたズーミング操作を実現している．
一方，本研究では，従来のwebサーバによる閲覧に加
えて，目の前の箱にカメラ付携帯コンピュータ（COM-
PAQ社　 Compaq Tablet PC TC 1000）を向けるこ
とで，中身の写真を見るシステムを実現した．ユーザ
が，カメラ付携帯コンピュータを箱に貼られた２次元
コードにかざすと，システムが２次元コードを認識し，
最新の箱の中身の写真を表示する．さらにユーザが別
の２次元コードにかざすと，その箱の中身の写真に表
示が切り替わる．実際の閲覧の様子を図３に示す．

3 本システムのメリット
本システムは，現在研究室で利用しているシステム
の問題点であった，撮影場所が固定されていた点を解
決した．撮影には，デジタルカメラを使用しているの
で，撮影場所や必要な装置の制約がなく，普段の写真
を撮るような感覚で撮影ができるため，箱の中身の撮
影が手軽になった．重たい箱を撮影スペースまで持っ
て行く手間もなくなり便利になった．現在研究室で利
用しているシステムの撮影スペースには決められた大
きさの箱しか置くことができなかったが，本システム
は撮影場所に制約がないので，今まで撮影することが
できなかった大きな箱の中身の撮影も可能になった．
また，目の前にある箱の中身をすぐに知ることがで
きなかった点も解決した．本システムでは，中身を知
りたい箱の側面の２次元コードに手持ちのカメラ付携
帯コンピュータをかざすと，最新の中身の写真を見る
ことができるようにした．これによって，箱を開ける
ことなく簡単に中身の情報を得ることができるので，
物探しの手助けになると考えられる．

4 関連研究
光による物探し支援システム [8]や，物探しを効率化
するウェアラブルシステム [4]，物探し支援のための超
音波を用いた誘導システム [3]，特定の物に赤外線受信
機，スピーカ，静電要領センサが搭載されたアクティ
ブ ID タグを取り付け，登録名マイクを通してユーザ
が発音すると，アクティブ IDタグが音を発するシス
テム [5]など，探し物を支援する研究は多くなされて
いる．しかし，これらの研究はいずれも「よく失くす
物」，「身の回りの物」に着目しており，探せる物が限

1http://sappari.org/na.html

られてくる．また，あらゆる物にタグを取り付けたり，
常にカメラを装着する事は面倒で，実用性に欠けてい
る．本システムは，箱の中に入っているもの全てが対
象となり，ユーザが覚えきれないような多くの品物を
システム側で把握することができる．

Strata Drawer[1] は, 引き出しの中身を撮影し, 探し
物を支援するシステムである.このシステムは１個の
引き出しの中の書類を対象としているが，本システム
では棚に多数置かれた箱の中身を撮影することで１個
の引き出しよりも大量の物品を対象とした物探しが可
能である．

5 まとめと今後の予定
本研究では，複数の小箱に物が収納されている状態
を前提に，箱の中の物探しを支援するシステムを考え
た．今回は，現在研究室で利用している撮影場所が固
定されているシステムとは異なり，デジタルカメラを
利用し，撮影場所が自由なシステムを開発した．また，
箱の側面に貼られた２次元コードにカメラ付携帯コン
ピュータをかざすと，箱の中身の写真を見ることがで
きるシステムを開発した．
現在，２次元コードと箱の中身を別々に撮影する方
法がまだ実現できていないので，開発していきたい．
今後は，箱だけでなく棚にもマーカを付けて，箱が置
かれた場所を示す機能を追加したい．また，部屋の中
の位置を認識できるセンサとロボット掃除機を使って，
日頃目が届かない場所に落ちているものの撮影を自動
で行うシステムも検討していきたい．
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